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(LL 群 答は 正 しいと判断したヽのを つ だけ逮よ 誉知■紙のき稿に止しく記人 (マーク)してくださす、

〔1〕 免 許人力酷 甜篇の変更の工事をしようとすると   〔 4) 無 線局力覇時に電渡の発射の停 Lを命ぜられること

ヨよ 絶務名令で定める場合を除き 継 合田 1局長      が ある場合は 次 のどね力、

(沖縄総合通信事勅所長を台む )に対して どの

ようなことをしなけれヤjrjちないか にしいものを      卜 拓キ|★等に記載された午叫線電力の範囲を越えて

水のうちから選ヽ                     通 吊したとき

2 死 射する電波の質が絡務省令で定めるものに適合

1 そ の旨を届け出る                    し ていないと認められるとを

2 善 額の言r■を受ける                  3 発 射する電絞力地の無線局の通信に混信を与えた

3 あ らかじめ指示を受けるのみでよい            た とき

4 あ らかじめ中摘してその詳可を受ける          4 暗 誇を側‖して通信を行ったとき

(2, い 縮に設置するコ謁斯 ヤのためのレーダー (総務   〔 S〕 綸 略大Hは  電浦ムの施行を確保するため特に必要

大臣,,1に告示するものを除く )は  電源割子が      が ある場合において 無線局に電渡の究射を命じて行

定格包子の=Ⅲ, 一ヽtン ト以内において変動した場      う ltR盗では 何 を検奄するか Fし いものを次のうち

令においても安定に動■するもの【括けれ時よらな      か ら津 ヽ

いか 無 線甜痛期 いこ定める値を次のうちから選ナ、

1 送 信妻置の電源の資動車

1 20本 一セント以内                  2 他 の終側うの週[に与える浸信の智と

2 10本 一セント以内                  3 発 射する電渡の質又は行中線奄カ

3  5パ ーセント以内                  4 無 線従Ⅲとの無線Fttmの操作のflt

4  2バ ーtン ト以内

〔33 無 擦従事者は 無 線通信の鞠うに従事していると   〔 6J 電 波法の規定により 煎 練局の角千大字は 無 線従

きは 免許証をどのようにしていな jr■r/Jちない      事 者を凶I文は解任したときは ど の子続をとちなけ

か 11しいものを次のうちから選オヽ               れ はならないうヽ 正 しいものを次のうちから逮′ヽ

1 獅 る

2 無 線うに偽え付ける

3 通 信京内に保管する

4 通 信室の見キす い勘■に掲げる

1 過 晴なくその高を付け出る

2 10甘 以内にその子を報てヽする

3 速 やち‖こ納祈人卜の承認を受ける

4 1崎 月以内!こその青を届r打|る

(1)



〔7〕 無線局を運用する場合において、無線設備の設置   〔 10〕通聴通信を行う場合を除き、その使用をできる

場所は、通難通信を行う場合を除き、次のとれに記    限 り短時間とし、かつ、1分以上にわたoてはなら

載されたところにようなければならないうヽ。        な い周波数の電波は、次のどれか。

1 免辞状尊

2 党 許証

3無 擦局事項書

4無 線局tFF申 請書

1 2785 kHzの 目波数の電渡

2″ 5泌 町2の 周波数のほ波

3 1騒 8ヽ口 zの周波敏の電渡

4 1田 35 MH2の 周波数め奮波

[8〕無線電話通信において、機器の試験中、しばし1ご  〔 11〕無線局に備え付けておかなければならない時計

その電波の周波数により聴守を行って礎かめなけ     は 、その時刻を中共標準時スは確定世界時にどの

れはならないことになっているのは、次のとれわヽ      よ うに照合しておかなければならないか、正しい

ものを決めうちかヽら選べ。

,「本日は晴天なり」の連続及び自局の呼出名称の

送信が10秒間を超えていないかどうか。         1 運 用開始前

2 他 の無線局から電波の発射め停止め要求がない    2毎 日1回以上

方ヽどうわヽ.                      3毎 返 1回以上

3 周 波数の偏差が許容にを超えていないうヽどうか。    4 毎 月1回以上

4 受 信機が症真の感震に関整されているかどうかめ

[9〕無線電話通信において、呼出しに使用した電波と  〔 12〕国際電気通信運合意章、国際電気通信連合釜約

同一の電波により通報を送信する場合、順次送信す     又 は無擦通信規則にと反する無線局を認めた無線

る事項のうち省略することができるのは、次のどれ    局 は ど の手続をとらなければならないか 正 し

か                           い ものを次のうちから逮へ.

1 相手局の呼出名祢     1回            1 国 際電気通信連合に報告する。

2 d)相 手局の呼出名称   1回            2違 反した無線局ヽ通報する。

(2)こちらは       1回            3違 反 した無線局の属する国のと督庁に報告す

3 d)相 手局め呼出名称   1回             る 。

(atち らは       1回            4 連 反を認めた無擦局の属する国の手督庁に報告

(3)自局の呼出名林    1回             す るも

4(1)こ ちらは       1回

(2)自局の呼出名称    1回
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